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(57)【要約】
　異なる色の光の角度分布を正規化する修正された光学
素子を用いて、遠距離場を照射するための方法１０００
である。照明ユニット４００は、異なる色の光を放射す
る複数の光源４１０を含み、各光源はそれぞれの光学素
子４７０、４８０、４９０に関連付けられている。各光
学素子は、遠距離場における各光源の角度分布が実質的
に同様であるように、光源から放射される光の角度分布
を修正するように最適化される。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　均一な遠距離場光ビームを放射する照明ユニットであって、前記照明ユニットは、
　異なる色の光を放射する複数のＬＥＤベース光源であって、各ＬＥＤベース光源により
放射される光が角度分布を有する、複数のＬＥＤベース光源と、
　複数の光学素子であって、前記複数の光学素子の各々が前記複数のＬＥＤベース光源の
各々と通信し、且つ前記ＬＥＤベース光源により放射される光を修正する、複数の光学素
子と、を含み、
　前記光学素子のうちの少なくとも一つは、前記ＬＥＤベース光源から放射される光の角
度分布を、修正された角度分布が残りのＬＥＤベース光源から放射される光の角度分布と
実質的に同様となるように修正する、照明ユニット。
【請求項２】
　前記光学素子の各々は、前記ＬＥＤベース光源から放射される光の角度分布を、全ての
角度分布が実質的に同様となるように修正する、請求項１に記載の照明ユニット。
【請求項３】
　放射される遠距離場光ビームの特性を決定するセンサを更に含む、請求項１に記載の照
明ユニット。
【請求項４】
　放射される遠距離場光ビームの決定された前記特性は、前記複数のＬＥＤベース光源の
うちの１つ以上から放射される光の角度分布を修正するために利用される、請求項３に記
載の照明ユニット。
【請求項５】
　均一な遠距離場光ビームを放射する照明システムであって、前記照明システムは、
　異なる色の光を放射する複数のＬＥＤベース光源を有する照明ユニットと、
　複数の光学素子であって、前記複数の光学素子の各々が各ＬＥＤベース光源と通信し、
且つ前記各ＬＥＤベース光源により放射される光を修正し、前記各ＬＥＤベース光源によ
り放射される光は角度分布を含む、複数の光学素子と、を含み、
　前記複数の光学素子のうちの少なくとも１つは、前記各ＬＥＤベース光源から放射され
る光の前記角度分布を、修正された角度分布が残りのＬＥＤベース光源から放射される光
の角度分布と実質的に同様となるように修正する、照明システム。
【請求項６】
　前記複数の光学素子の全ては、前記各ＬＥＤベース光源から放射される光の角度分布を
、全ての修正された角度分布が実質的に同様となるように修正する、請求項５に記載の照
明システム。
【請求項７】
　放射される遠距離場光ビームの特性を決定するセンサを更に含む、請求項５に記載の照
明システム。
【請求項８】
　放射される遠距離場光ビームの決定された前記特性は、前記複数のＬＥＤベース光源の
うちの１つ以上から放射される光の角度分布を修正するために利用される、請求項７に記
載の照明システム。
【請求項９】
　遠距離場照射のための方法であって、前記方法は、
　異なる色の光を放射する複数のＬＥＤベース光源を含む照明ユニットを設けるステップ
であって、前記複数のＬＥＤベース光源の各々が各光学素子と関連付けられ、各ＬＥＤベ
ース光源から放射される光ビームは角度分布を含む、ステップと、
　前記複数のＬＥＤベース光源のうちの少なくとも１つのＬＥＤベース光源により放射さ
れる光ビームの遠距離場分布を正規化するステップと、を含む、方法。
【請求項１０】
　前記複数のＬＥＤベース光源のうちの少なくとも１つのＬＥＤベース光源により放射さ
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れる光ビームの前記遠距離場分布を正規化するステップは、放射される光ビームの角度分
布を修正するステップを含む、請求項９に記載の方法。
【請求項１１】
　前記複数のＬＥＤベース光源のうちの少なくとも１つのＬＥＤベース光源により放射さ
れる光ビームの前記遠距離場分布を正規化するステップは、前記少なくとも１つのＬＥＤ
ベース光源に関連付けられた前記光学素子の特性を修正するステップを含む、請求項９に
記載の方法。
【請求項１２】
　前記特性は前記光学素子の形状である、請求項１１に記載の方法。
【請求項１３】
　前記特性は前記光学素子の寸法である、請求項１１に記載の方法。
【請求項１４】
　遠距離場における複数の光ビームのうちの少なくとも１つの光ビームの角度分布を特徴
付けるステップを更に含む、請求項１１に記載の方法。
【請求項１５】
　前記複数のＬＥＤベース光源のうちの少なくとも１つのＬＥＤベース光源により放射さ
れる光ビームの前記遠距離場分布を正規化するステップは、光ビームの特徴付けられた角
度分布を利用する、請求項１４に記載の方法。
【請求項１６】
　放射された光ビームの各々の前記遠距離場分布は、放射された光ビームの全ての角度分
布が実質的に同様になるように正規化される、請求項９に記載の方法。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　[0001]　本発明は、概して、均一な色の光出力での遠距離場照明に向けられている。よ
り具体的には、本明細書に開示される様々な本発明の方法及び装置は、均一な色の光出力
を生成するために、各色用に最適化された光学素子を用いる遠距離場照明に関する。
【背景技術】
【０００２】
　[0002]　異なる色温度の光を生成することができる複数の光源を有する照明システムは
、より高度になり、小売業及び家庭の環境の両方で統合され、ユーザの環境を向上させる
ために、且つ安全性、生産性、楽しさ、及び休養を向上させるためにますます使用されて
いる。例えば、発光ダイオード（ＬＥＤ：light-emitting diode）技術の最近の進歩は、
多種多様な用途のために、色、強度、及び方向の変化を含む様々な照明効果を発揮する効
率的なフルスペクトルの光源をもたらしてきた。
【０００３】
　[0003]　異なる色温度の光を生成することができる、ＬＥＤベース光源などの１つ又は
複数の光源を含む照明システム又は照明器具では、光が照明器具から出る前に、異なって
色付けされた光源の光出力を正確に混合することがしばしば必要であるか、又は望ましい
。異なって色付けされた光源からの光を正確に混合することにより、光出力における任意
の色彩異常の存在を低減させ、均一な輝度及び色を有する光で遠距離場における遠隔表面
などの目標物を照射する。均一な遠距離場光出力は、一貫した色を有し且つ均等に照らさ
れるか、又は明るい箇所から暗い箇所へ滑らかな推移を有するものである。均一な遠距離
場光出力の観察者は、光の中における任意の個々の色を検出すべきではない。
【０００４】
　[0004]　複数のＬＥＤからの光を均一な遠距離場光出力へと混合するのに利用される幾
つかの既知の方法がある。多くの照明器具は、単一の光学素子からの混合光を放出する混
合室を採用している。十分に狭いビームを得るために、そのような構成は、照明器具及び
／又はシステムの費用を増大させる望ましくない大きい混合室につながることがある。混
合室はまた、混合室内部での複数の反射損失のため、本質的に非効率である。
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【０００５】
　[0005]　照明器具は、各々が個別の光学素子を有する複数のＬＥＤにわたって利用され
る散乱素子を介して、遠距離場の色混合を達成することもできる。そのような構成は、散
乱素子によって引き起こされる追加のフレネル反射及び吸収損失のため、システムの効率
を１０％、２０％、又はそれを超えて低減させることがあり得る。更に、この構成は、照
明システム及び／又は照明器具の全体的な費用を増加させる。狭いビームを得るために、
個々の光学素子の寸法は、散光器がより大きい面積にわたって光を発散させることにより
、その光を混合することを可能にする十分に狭いビームを生成するのに十分な大きさでな
ければならない。これもまた、より大きい光学素子及びより大きい器具のサイズを必要と
することにより、照明システム及び／又は照明器具の費用を増大させる。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　[0006]　従って、当該技術分野では、混合室又は散光器を必要とせずに、均一な色の光
出力で遠距離場を照射するために、複数の色のＬＥＤにより放射される光を混合する方法
及び照明器具の必要性がある。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　[0007]　本開示は、混合室又は散光器の使用を必要とすることなく、異なる色のＬＥＤ
の混合から均一な遠距離場光出力を生成するための本発明の方法及び装置に向けられてい
る。前述を考慮して、様々な実施形態及び実装形態は、異なる色の光を放射するＬＥＤを
有するシステムであって、各ＬＥＤカラータイプは、そのＬＥＤの角度分布を修正及び正
規化するために最適化された光学素子を有し、均一な遠距離場照明プロファイルをもたら
す、システムに向けられている。各ＬＥＤの角度分布の正規化は、光学素子の内部側壁を
修正すること、光学素子の外側の円錐体又は形状を修正すること、及び様々な他の可能な
修正を含む、幾つかの異なる修正により達成され得る。
【０００８】
　[0008]　例えば、幾つかの実施形態では、照明器具は、混合された遠距離場光ビームを
生成するために赤色及び緑色などの異なる色のＬＥＤを含む。一方又は両方の色のＬＥＤ
は、両方のカラータイプの遠距離場光分布が等しいか又はほぼ等しく、且つカラーアーチ
ファクトが検出されないように、放射される光ビームの角度分布を修正した光学素子を利
用する。幾つかの実施形態では、例えば、赤色ＬＥＤの角度分布は緑色ＬＥＤの角度分布
よりも広くなり得る。実際に、異なるＬＥＤ材料が異なる放射パターンを生じることが知
られている。従って、赤色ＬＥＤがより狭い角度分布を有するように調節されなければな
らないか、又は緑色ＬＥＤがより広い角度分布を有するように調節されるかの何れかであ
る。或いは、両方のカラータイプは、非常に特有であり且つ同一の角度分布を有するビー
ムを生成するように調節され得る。
【０００９】
　[0009]　一般的に、一態様において、照明ユニットは、均一な遠距離場光ビームを放射
するように構成され、且つ異なる色の光を放射する複数のＬＥＤベース光源であって、各
ＬＥＤベース光源により放射される光は角度分布を有する、複数のＬＥＤベース光源と、
複数の光学素子であって、各々がそれぞれのＬＥＤベース光源と通信し、且つそのＬＥＤ
ベース光源により放射される光を修正するように構成される、複数の光学素子とを含み、
光学素子のうちの少なくとも１つは、ＬＥＤベース光源から放射される光の角度分布を修
正するように構成され、その結果、修正された角度分布は、残りのＬＥＤベース光源によ
り放射される光の角度分布と実質的に同様である。
【００１０】
　[0010]　幾つかの実施形態では、光学素子の各々は、ＬＥＤベース光源から放射される
光の角度分布を修正するように構成され、その結果、全ての修正された角度分布は、実質
的に同様である。
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【００１１】
　[0011]　幾つかの実施形態では、照明ユニットは、放射される遠距離場光ビームの特性
を決定するように構成されるセンサを含む。決定された特性は、１つ又は複数のＬＥＤベ
ース光源から放射される光の角度分布を修正するために利用され得る。
【００１２】
　[0012]　一般的に、一態様において、照明システムは、均一な遠距離場光ビームを放射
するように構成され、且つ異なる色の光を放射する複数のＬＥＤベース光源を有する照明
ユニットと、複数の光学素子であって、各々がそれぞれのＬＥＤベース光源と通信し、且
つそれぞれのＬＥＤベース光源により放射される光を修正するように構成される光学素子
とを含み、各ＬＥＤベース光源により放射される光は、角度分布を含む。光学素子のうち
の少なくとも１つは、それぞれのＬＥＤベース光源から放射される光の角度分布を修正す
るように構成され、その結果、修正された角度分布は、残りのＬＥＤベース光源により放
射される光の角度分布と実質的に同様である。
【００１３】
　[0013]　幾つかの実施形態では、光学素子の各々は、ＬＥＤベース光源から放射される
光の角度分布を修正するように構成され、その結果、全ての修正された角度分布は、実質
的に同様にある。
【００１４】
　[0014]　幾つかの実施形態では、照明システムは、放射される遠距離場光ビームの特性
を決定するように構成されるセンサを含む。幾つかの実施形態では、決定された特性は、
１つ又は複数のＬＥＤベース光源から放射される光の角度分布を修正するために利用され
得る。
【００１５】
　[0015]　一般的に、一態様において、本発明は、遠距離場照射のための方法であって、
２つ以上の色のそれぞれにおける少なくとも１つのＬＥＤベース光源を有する照明ユニッ
トを設けるステップであって、ＬＥＤベース光源の各々は光学素子と関連付けられており
、ＬＥＤベース光源の各々により放射される光のビームは角度分布を有する、ステップと
、２つ以上のＬＥＤベース光源のうちの少なくとも１つにより放射される光ビームの遠距
離場分布を正規化するステップとを含む、方法に関する。
【００１６】
　[0016]　幾つかの実施形態では、２つ以上のＬＥＤベース光源により放射される光ビー
ムの遠距離場分布を正規化するステップは、放射される光ビームの角度分布を修正するス
テップを含む。
【００１７】
　[0017]　幾つかの実施形態では、２つ以上のＬＥＤベース光源により放射される光ビー
ムの遠距離場分布を正規化するステップは、各光源に関連付けられた光学素子の特性を修
正するステップを含む。幾つかの実施形態では、修正される特性は、光学素子の形状及び
／又は光学素子の寸法である。
【００１８】
　[0018]　幾つかの実施形態では、この方法は、遠距離場における光ビームの角度分布を
特徴付けるステップも含む。更に、幾つかの実施形態では、２つ以上のＬＥＤベース光源
により放射される光ビームの遠距離場分布を正規化するステップは、光ビームの特徴付け
られた角度分布を利用する。
【００１９】
　[0019]　幾つかの実施形態では、放射される光ビームの各々の遠距離場分布は、全ての
放射される光ビームの角度分布が実質的に同様であるように正規化される。
【００２０】
　[0020]　本開示の目的で本明細書において使用される場合、「ＬＥＤ」との用語は、任
意のエレクトロルミネセンスダイオード、又は、電気信号に呼応して放射を発生できる、
その他のタイプのキャリア注入／接合ベースシステム（carrier injection/junction-bas
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ed system）を含むものと理解すべきである。したがって、ＬＥＤとの用語は、次に限定
されないが、電流に呼応して発光する様々な半導体ベースの構造体、発光ポリマー、有機
発光ダイオード（ＯＬＥＤ）、エレクトロルミネセンスストリップ等を含む。特に、ＬＥ
Ｄとの用語は、赤外スペクトル、紫外スペクトル、及び（通常、約４００ナノメートルか
ら約７００ナノメートルまでの放射波長を含む）可視スペクトルの様々な部分のうちの１
つ又は複数における放射を発生させることができるすべてのタイプの発光ダイオード（半
導体及び有機発光ダイオードを含む）を指す。
【００２１】
　[0021]　例えば本質的に白色光を生成するＬＥＤ（例えば白色ＬＥＤ）の一実施態様は
、それぞれ、組み合わされることで混合して本質的に白色光を形成する様々なスペクトル
のエレクトロルミネセンスを放射する複数のダイを含む。別の実施態様では、白色光ＬＥ
Ｄは、第１のスペクトルを有するエレクトロルミネセンスを異なる第２のスペクトルに変
換する蛍光体材料に関連付けられる。この実施態様の一例では、比較的短波長で狭帯域幅
スペクトルを有するエレクトロルミネセンスが、蛍光体材料を「ポンピング（pumps）」
して、当該蛍光体材料は、いくぶん広いスペクトルを有する長波長放射を放射する。
【００２２】
　[0022]　「光源」との用語は、次に限定されないが、ＬＥＤベース光源（上記に定義し
た１つ以上のＬＥＤを含む）を含む、様々な放射源のうちの任意の１つ以上を指すと理解
すべきである。
【００２３】
　[0023]　所与の光源は、可視スペクトル内、可視スペクトル外、又は両者の組合せでの
電磁放射を発生する。したがって、「光」及び「放射」との用語は、本明細書では同義で
使用される。さらに、光源は、一体構成要素として、１つ以上のフィルタ（例えばカラー
フィルタ）、レンズ、又はその他の光学的構成要素を含んでもよい。また、光源は、次に
限定されないが、指示、表示、及び／又は照明を含む様々な用途に対し構成されることを
理解すべきである。「照明源」とは、内部空間又は外部空間を効果的に照射するのに十分
な強度を有する放射を発生するように特に構成された光源である。このコンテキストにお
いて、「十分な強度」とは、周囲照明（すなわち、間接的に知覚され、また、例えば、全
体的に又は部分的に知覚される前に１つ以上の様々な介在面から反射される光）を提供す
るために空間又は環境において発生される可視スペクトルにおける十分な放射強度（放射
強度又は「光束」に関して、全方向における光源からの全光出力を表すために、単位「ル
ーメン」がよく使用される）を指す。
【００２４】
　[0024]　「スペクトル」との用語は、１つ以上の光源によって生成された放射の任意の
１つ以上の周波数（又は波長）を指すものと理解すべきである。したがって、「スペクト
ル」との用語は、可視範囲内の周波数（又は波長）のみならず、赤外線、紫外線、及び電
磁スペクトル全体の他の領域の周波数（又は波長）も指す。さらに、所与のスペクトルは
、比較的狭い帯域幅（例えば、ＦＷＨＭは、基本的に、周波数又は波長成分をほとんど有
さない）、又は、比較的広い帯域幅（様々な相対強度を有する幾つかの周波数又は波長成
分）を有してよい。当然のことながら、所与のスペクトルは、２つ以上の他のスペクトル
を混合（例えば、複数の光源からそれぞれ放射された放射を混合）した結果であってよい
。
【００２５】
　[0025]　本開示の目的で、「色」との用語は、「スペクトル」との用語と同義に使用さ
れる。しかし、「色」との用語は、通常、観察者によって知覚可能である放射の特性を主
に指すために使用される（ただし、この使用は、当該用語の範囲を限定することを意図し
ていない）。したがって、「様々な色」との用語は、様々な波長成分及び／又は帯域幅を
有する複数のスペクトルを暗に指す。さらに、当然のことながら、「色」との用語は、白
色光及び非白色光の両方との関連で使用されてもよい。
【００２６】
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　[0026]　「色温度」との用語は、本明細書では、通常、白色光に関連して使用されるが
、その使用は、当該用語の範囲を限定することを意図していない。色温度は、基本的に、
白色光の特定の色内容又は陰（例えば、赤みを帯びた、青みを帯びた）を指す。所与の放
射サンプルの色温度は、従来から、問題とされている放射サンプルと同じスペクトルを基
本的に放射する黒体放射体のケルビン度数（Ｋ）の温度に応じて特徴付けられている。黒
体放射体の色温度は、通常、約７００度Ｋ（通常、人間の目に最初に可視となると考えら
れている）から１０，０００度Ｋ超の範囲内であり、白色光は、通常、約１５００～２０
００度Ｋより高い色温度において知覚される。
【００２７】
　[0027]　低色温度は、通常、より顕著な赤色成分、すなわち、「温かい印象」を有する
白色光を示す一方で、高色温度は、通常、より顕著な青色成分、すなわち、「冷たい印象
」を有する白色光を示す。一例として、炎は約１，８００度Ｋの色温度を有し、従来の白
熱電球は約２８４８度Ｋの色温度を有し、早朝の日光は約３，０００度Ｋの色温度を有し
、曇った日の真昼の空は約１０，０００度Ｋの色温度を有する。約３，０００度Ｋの色温
度を有する白色光の下で見られたカラー画像は、比較的赤みの帯びた色調を有する一方で
、約１０，０００度Ｋの色温度を有する白色光の下で見られたカラー画像は、比較的青み
の帯びた色調を有する。
【００２８】
　[0028]　「照明固定具」、「照明器具」との用語は、本明細書では、特定の形状因子、
アセンブリ又はパッケージの１つ以上の照明ユニットの実施態様又は配置を指すために使
用される。「照明ユニット」との用語は、本明細書では、同じ又は異なるタイプの１つ以
上の光源を含む装置を指して使用される。所与の照明ユニットは、様々な光源の取付け配
置、筐体／ハウジング配置及び形状、並びに／又は、電気及び機械的接続構成の何れか１
つを有してもよい。さらに、所与の照明ユニットは、光源の動作に関連する様々な他の構
成要素（例えば制御回路）に任意選択的に関連付けられてもよい（例えば含む、結合され
る、及び／又は一緒にパッケージされる）。「ＬＥＤベースの照明ユニット」とは、上記
した１つ以上のＬＥＤベースの光源を、単独で又はその他の非ＬＥＤベースの光源との組
合せで含む照明ユニットを指す。「マルチチャネル」照明ユニットとは、それぞれ異なる
放射スペクトルを発生する少なくとも２つの光源を含むＬＥＤベースの又は非ＬＥＤベー
スの照明ユニットを指すものであり、各異なる光源スペクトルは、マルチチャネル照明ユ
ニットの「チャネル」と呼ばれる。
【００２９】
　[0029]　「コントローラ」との用語は、本明細書では、一般に、１つ以上の光源の動作
に関連する様々な装置を説明するために使用される。コントローラは、本明細書で説明し
た様々な機能を実行するように、数多くの方法（例えば専用ハードウエアを用いて）で実
施できる。「プロセッサ」は、本明細書で説明した様々な機能を実行するように、ソフト
ウエア（例えばマイクロコード）を使用してプログラムすることのできる１つ以上のマイ
クロプロセッサを使用するコントローラの一例である。コントローラは、プロセッサを使
用してもしなくても実施でき、また、幾つかの機能を実行する専用ハードウエアと、その
他の機能を実行するプロセッサ（例えばプログラムされた１つ以上のマイクロプロセッサ
及び関連回路）の組み合わせとして実施されてもよい。本開示の様々な実施態様において
使用されてもよいコントローラ構成要素の例としては、次に限定されないが、従来のマイ
クロプロセッサ、特定用途向けＩＣ（ＡＳＩＣ）、及びフィールドプログラマブルゲート
アレイ（ＦＰＧＡ）がある。
【００３０】
　[0030]　様々な実施態様において、プロセッサ又はコントローラは、１つ以上の記憶媒
体（本明細書では総称的に「メモリ」と呼び、例えばＲＡＭ、ＰＲＯＭ、ＥＰＲＯＭ及び
ＥＥＰＲＯＭ、フロッピー（登録商標）ディスク、コンパクトディスク、光学ディスク、
磁気テープ等の揮発性及び不揮発性のコンピュータメモリ）と関連付けられる。幾つかの
実施態様において、記憶媒体は、１つ以上のプロセッサ及び／又はコントローラ上で実行
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されると、本明細書で説明した機能の少なくとも幾つかを実行する１つ以上のプログラム
によって、コード化されてもよい。様々な記憶媒体は、プロセッサ又はコントローラ内に
固定されてもよいし、又は、その上に記憶された１つ以上のプログラムが、本明細書で説
明した本発明の様々な態様を実施するように、プロセッサ又はコントローラにロードされ
るように可搬型であってもよい。「プログラム」又は「コンピュータプログラム」との用
語は、本明細書では、一般的な意味で、１つ以上のプロセッサ又はコントローラをプログ
ラムするように使用できる任意のタイプのコンピュータコード（例えばソフトウエア又は
マイクロコード）を指して使用される。
【００３１】
　[0031]　「アドレス可能」との用語は、本明細書では、自分自身を含む複数のデバイス
に向けた情報（例えばデータ）を受信して、自分自身に向けられた特定の情報に選択的に
応答するデバイス（例えば、光源全般、照明ユニット又は固定具、１つ以上の光源若しく
は照明ユニットに関連付けられたコントローラ又はプロセッサ、他の非照明関連デバイス
等）を指すために使用される。「アドレス可能」との用語は、多くの場合、ネットワーク
で結ばれた環境（すなわち、以下に詳細に説明される「ネットワーク」）に関連して使用
され、ネットワークで結ばれた環境では、複数のデバイスが何らかの１つ以上の通信媒体
を介して互いに結合されている。
【００３２】
　[0032]　１つのネットワーク実施態様では、ネットワークに結合された１つ以上のデバ
イスが、当該ネットワークに結合された１つ以上の他のデバイスのコントローラとしての
機能を果たす（例えばマスタ／スレーブ関係において）。別の実施態様では、ネットワー
クで結ばれた環境は、当該ネットワークに結合されたデバイスのうちの１つ以上を制御す
る１つ以上の専用コントローラを含む。通常、ネットワークに結合された複数のデバイス
は、それぞれ、１つ以上の通信媒体上にあるデータへのアクセスを有するが、所与のデバ
イスは、例えば、当該デバイスに割り当てられた１つ以上の特定の識別子（例えば「アド
レス」）に基づいて、ネットワークとデータを選択的に交換する（すなわち、ネットワー
クからデータを受信する及び／又はネットワークにデータを送信する）点で、「アドレス
可能」である。
【００３３】
　[0033]　「ネットワーク」との用語は、本明細書において使用される場合、（コントロ
ーラ又はプロセッサを含む）任意の２つ以上のデバイス間及び／又はネットワークに結合
された複数のデバイス間での（例えばデバイス制御、データ記憶、データ交換等のための
）情報の転送を容易にする２つ以上のデバイスの任意の相互接続を指す。容易に理解され
るように、複数のデバイスを相互接続するのに適したネットワークの様々な実施態様は、
様々なネットワークトポロジのうちの何れかを含み、様々な通信プロトコルのうちの何れ
かを使用することができる。さらに、本開示による様々なネットワークにおいて、２つの
デバイス間の接続はいずれも、２つのシステム間の専用接続を表わすか、又は、これに代
えて非専用接続を表わしてもよい。２つのデバイス用の情報を担持することに加えて、当
該非専用接続（例えばオープンネットワーク接続）は、必ずしも２つのデバイス用ではな
い情報を担持することがある。さらに、容易に理解されるように、本明細書で説明された
デバイスの様々なネットワークは、ネットワーク全体に亘る情報の転送を容易にするため
に、１つ以上のワイヤレス、ワイヤ／ケーブル、及び／又は光ファイバリンクのリンクを
使用できる。
【００３４】
　[0034]　「ユーザインターフェース」との用語は、本明細書において使用される場合、
人間であるユーザ又はオペレータと、当該ユーザとデバイス間の通信を可能にする１つ以
上のデバイスとの間のインターフェースを指す。本開示の様々な実施態様に使用されても
よいユーザインターフェースの例は、次に限定されないが、スイッチ、電位差計、ボタン
、ダイアル、スライダ、マウス、キーボード、キーパッド、様々なタイプのゲームコント
ローラ（例えばジョイスティック）、トラックボール、ディスプレイスクリーン、様々な
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タイプのグラフィカルユーザインターフェース（ＧＵＩ）、タッチスクリーン、マイクロ
ホン、及び、人間が生成した何らかの形の刺激を受信し、それに応答して信号を生成する
他のタイプのセンサを含む。
【００３５】
　[0035]　なお、前述の概念及び以下でより詳しく説明する追加の概念のあらゆる組み合
わせ（これらの概念が互いに矛盾しないものであることを条件とする）は、本明細書で開
示される本発明の主題の一部をなすものと考えられることを理解すべきである。特に、本
開示の終わりに登場するクレームされる主題のあらゆる組み合わせは、本明細書に開示さ
れる本発明の主題の一部であると考えられる。なお、参照により組み込まれる任意の開示
内容にも登場する、本明細書にて明示的に使用される用語には、本明細書に開示される特
定の概念と最も整合性のある意味が与えられるべきであることを理解すべきである。
【図面の簡単な説明】
【００３６】
　[0036]　図面中、同様の参照符号は、全般的に様々な図を通して同じ部分を指している
。さらに、図面は必ずしも縮尺通りではなく、重点は全体的に本発明の原理の説明に置か
れている。
【００３７】
【図１】[0037]　典型的な多色ＬＥＤアレイの概略図である。
【図２】[0038]　図１の多色ＬＥＤアレイにより放射される赤色、緑色、及び青色ＬＥＤ
光の正規化された角度分布のグラフである。
【図３Ａ】[0039]　図１の多色ＬＥＤアレイにより放射される遠距離場光ビームのｘ色座
標のグラフである。
【図３Ｂ】[0039]　図１の多色ＬＥＤアレイにより放射される遠距離場光ビームのｙ色座
標のグラフである。
【図４】[0040]　本発明の実施形態に従った多色ＬＥＤアレイ及びシステムの概略図であ
る。
【図５】[0041]　本発明の実施形態に従った多色ＬＥＤアレイ及びシステムの概略図であ
る。
【図６】[0042]　本発明の実施形態に従った光学素子の概略図である。
【図７】[0043]　本発明の実施形態に従った光学素子の概略図である。
【図８Ａ】[0044]　本発明の実施形態に従った多色ＬＥＤアレイ及びシステムにより放射
される遠距離場光ビームのｘ色座標のグラフである。
【図８Ｂ】[0044]　本発明の実施形態に従った多色ＬＥＤアレイ及びシステムにより放射
される遠距離場光ビームのｙ色座標のグラフである。
【図９Ａ】[0045]　本発明の実施形態に従った多色ＬＥＤシステムの概略図である。
【図９Ｂ】[0045]　本発明の実施形態に従った多色ＬＥＤシステムの概略図である。
【図１０】[0046]　本発明の実施形態に従った、均一な色出力での遠距離場照射に係る方
法のフローチャートである。
【発明を実施するための形態】
【００３８】
　[0047]　多種多様な用途のために、色、強度、及び方向の変化を含む様々な照明効果を
可能にするフルスペクトルの光源で、環境又は物体を照射することがしばしば望ましいこ
とがある。例えば、多くの照明システム及び照明器具は、様々な異なるカラータイプ又は
温度を有する光源を利用している。色彩異常のない均一な遠距離場光出力を生成するため
に、複数の異なるカラータイプから放射される光が正確に混合されなければならない。異
なるカラータイプからの光を混合するために、多くの照明システムは混合室又は散光器を
利用する。しかしながら、これらの混合室及び散光器は、嵩張り且つ本質的に非効率的で
あり、及び照明システムの費用を増大させる。
【００３９】
　[0048]　より一般的には、本出願人らは、混合室又は散光器を使用せずに均一な遠距離
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場光ビームを生成するために、アレイ中の複数の異なるＬＥＤカラータイプのうちの１つ
又は複数の角度分布を正規化することが有益であることを認識し理解している。
【００４０】
　[0049]　前述を考慮して、様々な実施形態及び実装形態は、２つ以上のカラータイプ又
は温度のＬＥＤベース光源が存在し、且つこのＬＥＤベース光源のうちの１つ又は複数が
、放射される光の角度分布を調節するように修正された光学素子を有する、照明システム
又は器具に向けられている。具体的には、修正された光学素子は、均一な遠距離場光ビー
ムを生成するために、異なるカラータイプのＬＥＤベース光源から放射される光の角度分
布を正規化する。
【００４１】
　[0050]　図１を参照すると、上記のような典型的なＬＥＤベース光ユニットに従った照
明ユニット１０がある。照明ユニット１０は、１つ又は複数のＬＥＤベース光源２０を含
む。ＬＥＤベース光源２０の各々は赤色、緑色、又は青色ＬＥＤであり、これらの光源か
ら放射されるビームは、正確に混合されると、白色光ビーム４５を形成する。ＬＥＤベー
ス光源２０は、プリント回路基板などのキャリヤー３０上に搭載される。照明ユニット１
０は、赤色、緑色、及び青色光が混合されて白色光ビーム４５を生成する散光器又は混合
室などの光学素子４０を含む。
【００４２】
　[0051]　図２は、赤色ＬＥＤ光源５０、緑色ＬＥＤ光源６０、及び青色ＬＥＤ光源７０
からの光の混合であるビーム４５の遠距離場光出力分布の断面のグラフであり、このグラ
フはｃｏｓｎ曲線を用いて近似されており、その曲線プロファイルは最大値１に正規化さ
れている。グラフが示すように、赤色、緑色、及び青色光の角度分布は同一ではない。例
えば、図２のグラフによれば、赤色ＬＥＤ光源５０から放射される光の角度分布は緑色Ｌ
ＥＤ光源６０及び青色ＬＥＤ光源７０の角度分布よりも広く、結果として、遠距離場光ビ
ームにおいて可視であり得るムラのある混色などの色彩異常を生じる。例えば、この色彩
異常は、遠距離場における光ビーム４５の縁の周りの赤色ハロー（halo）であり得る。
【００４３】
　[0052]　遠距離場光ビームの混色は、例えば、ｘ及び／又はｙ軸に沿って光の色を記す
ＣＩＥ（国際照明委員会（International Commission on Illumination））グラフを用い
て分析及びプロットされ得る。図３Ａは、散光器及び／又は混合室を用いて赤色及び緑色
ＬＥＤベース光源から混合されたサンプルの円形光ビームの遠距離場分布のＣＩＥ　ｘ座
標のグラフであり、図３Ｂは、同じ円形光ビームの遠距離場分布のＣＩＥ　ｙ座標のグラ
フである。これらの図が示すように、ＣＩＥ色の黄色（０．４１，０．５３）は、円形光
ビームの中央の０，０において見られ、ＣＩＥ色の赤色（０．７，０．３）は、約＋／－
１７度で開始するサンプルの光ビームの端部で見られる。従って、図３Ａ及び図３Ｂは、
赤色及び緑色ＬＥＤベース光源から混合されたサンプルの光ビームが、正確に混合された
単一色よりもむしろ、ｘ及び／又はｙ軸に沿って知覚可能な色彩異常を生じ得ることを示
している。
【００４４】
　[0053]　図４を参照すると、一実施形態では、２次元の６×３の矩形配列に配置された
１つ又は複数の光源４１０を含み、１つ又は複数の光源はＬＥＤベース光源である、照明
ユニット４００が提供される。各ＬＥＤベース光源は、１つ又は複数のＬＥＤを有するこ
とができる。光源は、１つ又は複数の光源ドライバによって、所定の特性（即ち、色強度
、色温度）の光を放射するように駆動され得る。種々の異なる色の放射を発生させるよう
に適合された異なる多数の及び様々なタイプの光源（全てＬＥＤベース光源、単独のＬＥ
Ｄベース光源及び非ＬＥＤベース光源、又はこれらの組み合わせ等）が照明ユニット４０
０で採用され得る。図４に示される実施形態に従うと、ＬＥＤベース光源４１０の各々は
赤色、緑色、又は青色ＬＥＤであり、これらの光源から放射されるビームは、正確に混合
されると、白色光を形成する。ＬＥＤベース光源４１０は、プリント回路基板などのキャ
リヤー４２０上に装着され得、照明ユニット４００は、これに限定するものではないが、
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ランプ、投光照明、及び多数の他のタイプの照明器具を含む、任意の屋内タイプ又は屋外
タイプの照明器具であり得る。
【００４５】
　[0054]　照明ユニット４００は、１つ又は複数の信号を出力して１つ又は複数の光源４
１０を駆動し、且つ光源からの変動する強度及び／又は色の光を生成するように設定又は
プログラムされるコントローラ（図示せず）を含むことができる。例えば、コントローラ
は、各光源に対して制御信号を生成して、各光源により生成される光の強度及び／又は色
を個別に制御するか、光源の集合を制御するか、又は全ての光源を纏めて制御するように
プログラム又は設定され得る。別の態様に従うと、コントローラは、光源の強度を変化さ
せるように光源を順番に制御する光源ドライバなどの他の専用回路を制御することができ
る。コントローラは、例えば、本明細書で議論される様々な機能を実施するためにソフト
ウェアを用いてプログラムされたプロセッサであり得るか、又はそのようなプロセッサを
有することができ、且つメモリと組み合わせて使用され得る。照明ユニット４００は、電
源、最も典型的にはＡＣ電力も含むが、とりわけＤＣ電源、ソーラーベースの電源、又は
機械ベースの電源を含む他の電源も可能である。
【００４６】
　[0055]　図５を参照すると、一実施形態では、赤色ＬＥＤベース光源４４０、緑色ＬＥ
Ｄベース光源４５０、及び青色ＬＥＤベース光源４６０を含む照明ユニット４００が提供
される。各ＬＥＤベース光源４４０、４５０、及び４６０は、１つ又は複数のＬＥＤを有
することができる。各ＬＥＤベース光源４４０、４５０、及び４６０は、特定の角度分布
を有する光ビーム４２５を放射する。色彩異常のない均一な遠距離場の黄色光ビームを達
成するために、赤色、緑色、及び青色光が正確に混合される。各ＬＥＤベース光源から放
射される光の角度分布が、光源の他の全ての角度分布と実質的に同様であるように正確な
混合を達成するために、ＬＥＤベース光源４４０、４５０、及び４６０の各々は、一実施
形態では、それぞれ光学素子４７０、４８０、又は４９０を含む。光学素子４７０、４８
０、及び４９０のうちの１つ又は複数は、異なる光源４４０、４５０、及び４６０から放
射される全ての光ビーム４２５の角度分布を正規化するように修正され得る。実際に、光
学素子の表面又は形状を構築するには多くの異なる態様があり、しばしば表面は、単一の
曲線、又は表面を形成するように結合される複数の曲線のいずれかから形成される。これ
らの曲線は、これらに限定するものではないが、ベジエ曲線、Ｂ－スプライン曲線、多項
式曲線、ラグランジュ補間曲線、及び／又はこのリストのいずれかからの３次元曲線を含
む、１つ又は複数の種類の曲線に基づいて構築され得る。
【００４７】
　[0056]　本明細書に詳細に記載されるように、光学素子を修正してＬＥＤベース光源か
ら放射される光ビームの角度分布を正規化するには多数の態様がある。例えば、光学素子
の表面に影響を与える任意の構築パラメータが最適化のために利用され得る。これは、曲
線自体のみならず、他の修正可能な要素の中でもとりわけ、光学素子の物理的な寸法、光
源に対する焦点位置、及び／又は互いに対する若しくは目標物に対する光源若しくは光学
素子の傾斜若しくは傾きなどの光学素子の配向も含む。個別に又は集合的に、これらの修
正は光学素子から放射される色付きの光ビームの角度分布を変更することができる。
【００４８】
　[0057]　図６を参照すると、一実施形態では、光源から放射される光ビームの角度分布
を正規化するために修正され得る、光ビームの特定の放射角及び／又は放射される光ビー
ムの特定の幅を定義する光学素子６００を有するＬＥＤベース光源４１０がある。例えば
、光学素子６００は、図６に示されるように特定の高さＨ及び幅Ｗを有する。高さＨ、幅
Ｗ、又はその両方は、放射されるビームの放射幅又は角度を調節するために増加及び／又
は低減され得る。
【００４９】
　[0058]　光学素子の寸法を変更することに加えて、図７に示すように、光学素子の形状
が修正され得る。１つ又は複数の側壁の形状を狭くすること、広くすること、又は他に調
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節することは、放射される光の角度分布を修正する。光学素子は、光学素子の形状に関連
し得る、所定の形状を有する１つ又は複数の側壁６１０を含む。例えば、側壁６１０は、
光学素子から放射される光ビームの角度分布を定義するために湾曲していることがある。
側壁６１０の曲率は、曲率を増加すること又は低減することになどにより修正され得、こ
れにより、放射される光ビームを修正する。光学素子を製造する材料、及び／又は側壁６
１０の内側を覆う材料は、光学素子から放射される光ビームの角度分布を部分的に定義す
る、特定の屈折率を有する。従って、これらの材料の１つ又は複数を変更することにより
、屈折率が変わり、従って光ビームの角度分布に影響を与えることになる。側壁６１０及
び光学素子６００の他の構成要素は、光学素子から放射される光ビームの角度分布及び内
部反射に影響を与える、所定の表面粗さ又はテクスチャを有する。
【００５０】
　[0059]　ｘ方向、ｙ方向、及び／又はｚ方向におけるＬＥＤベース光源４１０の焦点の
変化は、放射されるビームを修正する。同様に、光源４１０と光学素子６００との間の開
口部６３０の寸法は、光ビームを適合させるために広くされるか、狭くされるか、又は他
に修正され得る。出力表面６４０の寸法、形状、及び曲率も、表面６４０が製造される材
料が修正可能であるように、放射される光ビームを適合させるために修正され得る。実際
に、光源から放射される光が通過するどのような材料も、光がシステム内の１つの媒体か
ら別の媒体へ進むときに屈折が発生するため、光の角度分布を修正するように構成され得
る。この屈折は、既知の屈折率に基づいて製造に先立って決定され得、又は照明システム
において実験的に決定され得る。
【００５１】
　[0060]　光学素子６００は、放射されるビームを修正するために変更され得る１つ又は
複数の他の構成要素を任意選択的に含むことができる。一例として、光学素子６００は、
内部中央双曲線又は類似の構造体６２０を含むことができ、この構造体６２０の寸法は、
放射されるビームを修正するために変更され得る。一例として、中央双曲線６２０の形状
は、この構造体の側面及び／又は開口部の高さ、幅、及び曲線を含めて修正され得る。
【００５２】
　[0061]　一実施形態に従って、放射される光の角度分布を正規化するために必要とされ
る光学素子の修正は、アルゴリズムを用いて決定される。例えば、アルゴリズムは、遠距
離場光ビームの所望の波長、遠距離場までの距離、光学素子に実施することができる可能
な修正、及び／又は調節されるべき光源の角度分布を正規化するために必要な修正を計算
し、推定し、又は予測するための１つ又は複数の他の入力などの入力を利用することがで
きる。アルゴリズムは、光学素子を設計するために使用され得、又は既存の照明システム
をその照明システム内の光源の角度分布の測定からのフィードバックを使用して修正する
ために使用され得る。
【００５３】
　[0062]　一実施形態に従って、光学素子は現場で調節可能であるか又は交換可能であり
得るが、好ましくは光学素子の修正は、光学素子の製造に先立って又は製造中になされる
。例えば、配置される照明システムの光学素子の高さ、幅、及び／又は形状は、その照明
システム内部のフィードバック又は推定に基づいて１つ又は複数のカラータイプの角度分
布を正規化するために調節可能であり得る。例えば、照明システムの外部の又は照明シス
テムに関連付けられたセンサは、光学素子の修正を必要とする「赤色ハロー」などの色彩
異常の存在を検出することができる。照明システムは、１つ又は複数のカラータイプの角
度分布を修正し且つ検出された色彩異常を改善又は解決するために、光学素子の高さ、幅
、形状、及び／又は他のパラメータを自動的に調節するように構成され得る。光学素子の
修正及び色彩異常の解決は、１回の検出及び調節を介して達成され得、又は複数回の検出
及び調節を介して達成され得る。例えば、照明システムは、１つ又は複数のカラータイプ
の角度分布が修正されなければならないと判断することができ、放射される光ビームの焦
点を調節するために光学素子のうちの１つを１つ又は複数の方向に動かすようにシステム
に指示することができる。光学素子は照明システムの内部で可動である必要があり、これ
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は、光学素子を１つ又は複数の方向に動かすことができる、１つ又は複数のモーター又は
類似の機械部品によって達成され得る。
【００５４】
　[0063]　図８Ａ及び図８Ｂは、２つの波長の角度分布を正規化する修正された光学素子
を有する赤色及び緑色ＬＥＤベース光源から混合される、光ビームの遠距離場分布のＣＩ
Ｅ　ｘ及びｙグラフである。これらのグラフによって示されるように、とりわけ図３Ａ及
び図３Ｂのグラフと比較すると、正規化された角度分布は、遠距離場で達成される均一な
色をもたらしている。均一な光の分布が中央から端まで一定の色度を有しており、これは
、ＣＩＥ　ｘ座標及びＣＩＥ　ｙ座標が各点において同一であることを意味している。
【００５５】
　[0064]　図９Ａ及び図９Ｂを参照すると、一実施形態では、青色ＬＥＤベース光源９２
０、緑色ＬＥＤベース光源９３０、及び赤色ＬＥＤベース光源９４０を含む、照明システ
ム９００が提供される。各ＬＥＤベース光源は、１つ又は複数のＬＥＤを有することがで
きる。各光源は、１つ又は複数の光源ドライバによって、所定の特性（即ち、色強度、色
温度）の光を放射するように駆動され得る。種々の異なる色の放射を発生させるように適
合された異なる多数の及び様々なタイプの光源（全てＬＥＤベース光源、単独のＬＥＤベ
ース光源及び非ＬＥＤベース光源、又はこれらの組み合わせ等）が照明システム９００で
採用され得る。図９及び図１０に示される実施形態に従うと、３つの光源から放射される
ビームは、正確に混合されると、白色光を形成する。照明システム９００は、これに限定
するものではないが、ランプ、投光照明、及び多数の他のタイプの照明システム又は器具
を含む、任意の屋内タイプ又は屋外タイプの照明システム又は器具であり得る。
【００５６】
　[0065]　ＬＥＤベース光源９２０、９３０、及び９４０は、本明細書に記載されるか又
は他に想定される実施形態のいずれかであり得、例えば、図４～図７に関連して記載され
た照明ユニットの任意の構成要素（例えば、１つ又は複数の光源ドライバ、コントローラ
、メモリストレージ、電源、センサ等）を含むことができる。例えば、ＬＥＤベース光源
９２０、９３０、及び９４０の各々は、光学素子９２５、９３５、及び９４５と関連付け
られ得る。これらのＬＥＤベース光源は、プリント回路基板などのキャリヤー９１０上に
搭載され得る。
【００５７】
　[0066]　一実施形態に従うと、色彩異常なしに黄色などの単色の遠距離場光ビームを生
成するために、ＬＥＤベース光源９２０、９３０、及び９４０によって放射される異なる
色付きの光ビームを混合することが望ましい。単色を有する均一な遠距離場光を達成する
ために、ＬＥＤベース光源９２０、９３０、及び９４０の各々に関連付けられた照明素子
のうちの１つ又は複数は、本明細書に記載されるか又は他に想定される実施形態のいずれ
かに従って修正又は調節され得る。例えば、図９に示される実施形態にでは、赤色光源９
４０に関連付けられた光学素子の幅は、青色光源９２０及び緑色光源９３０によって放射
される光ビームを用いて角度分布が正規化されるように光ビームの角度分布を低減するた
めに、低減されている。これは、何らの重大な色彩異常のない遠距離場における正確に混
合された黄色光ビームを生じる。
【００５８】
　[0067]　図９Ａ及び図９Ｂには、青色、緑色、及び赤色ＬＥＤベース光源を有する照明
システム９００が示されているが、任意の組み合わせのＬＥＤが利用され且つ正規化され
得る。更に、照明システム９００は、幾つかの又はより多くの光源を含むことができる。
例えば、光源は、固定された色強度及び／又は色温度を有することができ、又は光源ドラ
イバによって調節され得る。従って、一実施形態では、ＬＥＤベース光源の色強度及び／
又は色温度が手動で又は自動的に調節されるのと同じく、光学素子は、現場で手動で又は
自動的に調節可能である。例えば、光学素子の形状は、手動か又はモーター若しくは他の
手段によって、可鍛性があるか又は変更可能であり得る。ほんの一例として、照明システ
ムに可鍛性をもたらすために、液体レンズが光学素子として利用され得る。フォトセンサ
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９８０又は他のセンサは、システム又は放射される光の他の検出可能な特性の中でも、照
明システムのＬＥＤベース光源の色強度及び／若しくは色温度における変化を検出する、
遠距離場光ビームの色分布における変化を検出し、且つ／又はプログラムされた変化に応
答するために利用され得、その検出又はフィードバックに基づいて光源のうちの１つ又は
複数のものの光学素子が結果として調節され得る。
【００５９】
　[0068]　図１０を参照すると、本発明の実施形態に従って均一な色出力で遠距離場を照
射するための方法１０００を示すフローチャートが開示されている。ステップ１０１０に
おいて、照明ユニット４００が提供される。照明ユニット４００は、本明細書に記載され
るか又は他に想定される実施形態のいずれかであり得、例えば、図４及び図９に関連して
記載された照明ユニット又は照明システムの任意の構成要素（例えば、修正された光学素
子、１つ又は複数の光源ドライバ、コントローラ、メモリストレージ、電源、センサ等）
を含むことができる。照明ユニット４００は１つ又は複数のＬＥＤベース光源４１０を含
み、それらの光源の各々は１つ又は複数のＬＥＤを有することができる。各光源４１０は
、１つ又は複数の光源ドライバによって、所定の特性（即ち、色強度、色温度）の光を放
射するように駆動され得る。種々の異なる色の放射を発生させるように適合された異なる
多数の及び様々なタイプの光源（全てＬＥＤベース光源、単独のＬＥＤベース光源及び非
ＬＥＤベース光源、又はこれらの組み合わせ等）が照明ユニット４００で採用され得る。
【００６０】
　[0069]　ステップ１０２０では、照明ユニット４００の光源４１０のうちの１つ又は複
数と関連付けられた光学素子のうちの１つ又は複数は、その光源によって放射される色付
きの光ビームの角度分布を正規化するために修正される。例えば、光学素子の高さ、幅、
及び／又は形状が修正され、そのことは、その光学素子から放射される光の角度分布を変
更する。或いは、光学素子から放射される光の角度分布を変更するために、その光学素子
の他の修正が可能である。光学素子の修正は、製造に先立って若しくは製造中に行われ得
、又は照明ユニットが配置若しくは設置された後で行われ得る。例えば、光学素子は、特
定の光源の角度分布を正規化するために特別に設計され得る。或いは、光学素子は、その
光学素子に関連付けられた光源によって放射される光ビームの角度分布を調節するために
、形状への変更又は他の特性への変更を可能にするように交換可能であるか、十分に可鍛
性があるか、又は調節可能であり得る。ほんの一例として、照明システムは、交換可能で
ある角度形成光学素子の標準化された組を含むことができる。
【００６１】
　[0070]　或いは、ステップ１０３０において、設置された照明ユニット又は照明システ
ムによって生成される遠距離場光ビームの色分布が特徴付けられる。例えば、照明ユニッ
ト又は照明システムの遠距離場光分布は、当該技術分野で既知の方法及びセンサを用いて
測定され得る。照明ユニット又は照明システムの遠距離場光分布が測定されるか又は他に
特徴付けられると、それは分析されて何らかの色収差又は他の色彩異常を検出することが
できる。色収差が検出された場合、照明ユニット、照明システム、及び／又はセンサシス
テムは、異常なカラープロファイルを正規化し且つ収差を改善するか又は補正するのに必
要な変更又は修正について算出するか、推定するか、又は他に判断することができる。例
えば、ユニット、システム、及び／又はセンサが第１の色のハロー効果を検出した場合、
その色を放射しているＬＥＤベース光源の光学素子が修正のためのターゲットになる。一
実施形態に従うと、照明ユニット、照明システム、及び／又は照明センサは、収差を改善
又は補正するのに必要な角度分布を算出し、その情報を利用して、算出された角度分布を
実現するのに必要な光学素子への変更又は修正を決定する。或いは、光学素子は手動で又
は自動的に調節され、光分布が達成されて更なる修正が不要であるときを判断するために
、角度分布及び／又は遠距離場光分布にその結果生じる変化が監視される。この工程は一
度のみ実施され得、又は矢印１０４０によって示されるように反復され得る。
【００６２】
　[0071]　幾つかの発明実施形態を本明細書に説明し例示したが、当業者であれば、本明
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細書にて説明した機能を実行するための、並びに／又は、本明細書にて説明した結果及び
／若しくは１つ以上の利点を得るための様々な他の手段及び／若しくは構造体を容易に想
到できよう。また、このような変更及び／又は改良の各々は、本明細書に説明される発明
実施形態の範囲内であるとみなす。より一般的には、当業者であれば、本明細書にて説明
されるすべてのパラメータ、寸法、材料、及び構成は例示のためであり、実際のパラメー
タ、寸法、材料、及び／又は構成は、発明教示内容が用いられる１つ以上の特定用途に依
存することを容易に理解できよう。当業者であれば、本明細書にて説明した特定の発明実
施形態の多くの等価物を、単に所定の実験を用いて認識又は確認できよう。したがって、
上記実施形態は、ほんの一例として提示されたものであり、添付の請求項及びその等価物
の範囲内であり、発明実施形態は、具体的に説明された又はクレームされた以外に実施可
能であることを理解されるべきである。本開示の発明実施形態は、本明細書にて説明され
る個々の特徴、システム、品物、材料、キット、及び／又は方法に関する。さらに、２つ
以上のこのような特徴、システム、品物、材料、キット、及び／又は方法の任意の組み合
わせも、当該特徴、システム、品物、材料、キット、及び／又は方法が相互に矛盾してい
なければ、本開示の本発明の範囲内に含まれる。
【００６３】
　[0072]　本明細書にて定義されかつ用いられた定義はすべて、辞書の定義、参照するこ
とにより組み込まれた文献における定義、及び／又は、定義された用語の通常の意味に優
先されて理解されるべきである。
【００６４】
　[0073]　本明細書及び特許請求の範囲にて使用される「ａ」及び「ａｎ」の不定冠詞は
、特に明記されない限り、「少なくとも１つ」を意味するものと理解されるべきである。
【００６５】
　[0074]　本明細書及び特許請求の範囲にて使用される「及び／又は」との表現は、等位
結合された要素の「いずれか又は両方」を意味すると理解すべきである。すなわち、要素
は、ある場合は接続的に存在し、その他の場合は離接的に存在する。「及び／又は」を用
いて列挙される複数の要素も同様に解釈されるべきであり、すなわち、要素のうちの「１
つ以上」が等位結合される。「及び／又は」節によって具体的に特定された要素以外の他
の要素も、それが具体的に特定された要素に関連していても関連していなくても、任意選
択的に存在してよい。したがって、非限定的な例として、「Ａ及び／又はＢ」との参照は
、「含む」といった非制限的言語と共に用いられた場合、一実施形態では、Ａのみ（任意
選択的にＢ以外の要素を含む）を指し、別の実施形態では、Ｂのみ（任意選択的にＡ以外
の要素を含む）を指し、さらに別の実施形態では、Ａ及びＢの両方（任意選択的にその他
の要素を含む）を指す。
【００６６】
　[0075]　本明細書及び特許請求の範囲に用いられるように、「又は」は、上に定義した
ような「及び／又は」と同じ意味を有すると理解すべきである。例えば、リストにおける
アイテムを分ける場合、「又は」、又は、「及び／又は」は包括的と解釈される。すなわ
ち、多数の要素又は要素のリストのうちの少なくとも１つを含むが、２つ以上の要素も含
み、また、任意選択的に、リストにないアイテムを含むと解釈される。「～のうちの１つ
のみ」又は「ちょうど１つの」といった反対を明らかに示す用語、又は、特許請求の範囲
に用いられる場合は、「～からなる」という用語だけが、多数の要素又は要素のリストの
うちのまさに１つの要素が含まれることを指す。一般的に、本明細書にて使用される「又
は」との用語は、「いずれか」、「～のうちの１つの」、「～のうちの１つのみ」、又は
「～のうちのちょうど１つのみ」といった排他的な用語が先行する場合にのみ、排他的な
代替（すなわち「一方又は他方であるが、両方ではない」）を示すと解釈される。「本質
的に～からなる」は、特許請求の範囲に用いられる場合、特許法の分野にて用いられる通
常の意味を有する。
【００６７】
　[0076]　本明細書及び特許請求の範囲に用いられるように、１つ以上の要素を含むリス
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の要素から選択された少なくとも１つの要素を意味すると理解すべきであるが、要素のリ
ストに具体的に列挙された各要素の少なくとも１つを必ずしも含むわけではなく、要素の
リストにおける要素の任意の組み合わせを排除するものではない。この定義は、「少なく
とも１つの」との表現が指す要素のリストの中で具体的に特定された要素以外の要素が、
それが具体的に特定された要素に関係していても関連していなくても、任意選択的に存在
してもよいことを可能にする。したがって、非限定的な例として、「Ａ及びＢの少なくと
も１つ」（又は、同等に「Ａ又はＢの少なくとも１つ」、又は、同等に「Ａ及び／又はＢ
の少なくとも１つ」）は、一実施形態では、少なくとも１つのＡ（任意選択的に２つ以上
のＡを含む）であって、Ｂがない（任意選択的にＢ以外の要素を含む）ことを指し、別の
実施形態では、少なくとも１つのＢ（任意選択的に２つ以上のＢを含む）であって、Ａが
ない（任意選択的にＡ以外の要素を含む）ことを指し、さらに別の実施形態では、少なく
とも１つのＡ（任意選択的に２つ以上のＡを含む）と、少なくとも１つのＢ（任意選択的
に２つ以上のＢを含む）を指す（任意選択的に他の要素を含む）。
【００６８】
　[0077]　さらに、特に明記されない限り、本明細書に記載された２つ以上のステップ又
は動作を含むどの方法においても、当該方法のステップ又は動作の順番は、記載された方
法のステップ又は動作の順序に必ずしも限定されないことを理解すべきである。
【００６９】
　[0078]　特許請求の範囲においても上記明細書においても、「備える」、「含む」、「
担持する」、「有する」、「含有する」、「関与する」、「保持する」、「～から構成さ
れる」等といったあらゆる移行句は、非制限的、すなわち、含むがそれに限定されないこ
とを意味すると理解すべきである。米国特許庁特許審査手続便覧の第２１１１．０３項に
記載される通り、「～からなる」及び「本質的に～からなる」といった移行句のみが、制
限又は半制限移行句である。
【図１】

【図２】

【図３Ａ】

【図３Ｂ】
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